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フィチン酸分解酵素(フィターゼ， EC3. 1. 3.8) を同定，単離し，その性質を明らかiとする乙と
を目的として本研究を行った。
1. 7 ィターゼの性質
ラット小腸粘膜よりフィターゼを約 1 000倍精製した。精製酵素は SDS-PAGEによって，分子
量 90 K と 70Kの 2 本のバンドに分離されたが，これらの 2 種の分子は共に抗 9 0 K フィターゼ抗







本酵素の 2 種の蛋白質は， Endoglycosidase Hの作用を受けないが， Glycopept idase F 処
理によって 9 0 K• 8 3 K, 7 0 K• 5 2 Kの分子量の減少を示したことから，複合型のアスパラギン
結合型糖鎖を含むと考えられる。また，全ての糖鎖構造を分解する化学的処理を行った結果，それぞれ














以上の実験結果から， ラットの小腸では， 7 0 K フィターゼは小腸組織に固有のものとして出生後常












2) 本酵素は分子量 7 0, 0 0 0 及び 9 0， 000 の 2 種類のサブユニットより構成され，いずれも糖タンパ
ク質である。両者は免疫化学的に相関する構造を有し， N-末端アミノ酸配列にも高い類似性を示す。
さらに，酵素処理あるいはレクチン結合性の検索から，糖鎖構造の一部を明らかにした。
3) 本酵素の 2 種のサブ、ユニットは， ラットの発育過程の異なる時期に発現される。即ち， 70 K分子は
出生時より発現し， 9 0 K分子は離乳に伴う小腸上皮刷子縁構造の成熟と時期を同じくして現れる乙と
を明らかにした上，食飼を通してのフィチン酸摂取によってその誘導が促進される乙とも見出した。
アルカリ性ホスファターゼについては，古くから数多くの詳細な研究がなされてきたが，その基質
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特異性の低い脱リン酸化活性に対しぴ月確な生理的意義は提示されてし 1ない。本研究において，梁君は，
フィターゼ活性が生理的 pHで最大値を示すことや，本酵素が検定したリン酸化合物の中ではフィチン
酸に最も高い親和性を示す乙と等を明らかにする乙とによって，小腸型アルカリ性ホスファターゼの生
理的役割の一つがフィターゼ作用にあることを強く示唆した。さらに，本酵素の構造と機能についてさ
まざまな面から性質を調べた上で，その発現誘導機構の一端をも証明した本研究は， フィターゼ並びに
アルカリ性ホスファターゼに関する従来の知識に新たな重要な知見を加えるものであり，理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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